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（会員は会費に含まれています。）

■
全
市
連
第
70
回
定
期
総
会
・

大
阪
大
会
を
開
催

当
連
盟
は
５
月
26
日
（
月
）、
第
70
回
定
期

総
会
を
大
阪
市
中
央
区
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪

で
開
催
し
た
。
会
員
の
出
席
は
、
代
理
出
席
、

委
任
状
等
を
含
め
て
１
４
４
名
。
来
賓
と
し
て

林
野
庁
木
材
産
業
課
鈴
木
清
史
上
席
木
材
専
門

官
、
高
橋
和
宏
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
長
、
松

山
能
久
全
国
木
材
買
方
組
合
連
合
会
会
長
ほ
か

多
く
の
方
々
に
ご
出
席
頂
い
た
。
大
会
で
は
全

市
連
会
長
功
労
者
表
彰
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、

令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
・
同
決
算
を
決
議

し
、
役
員
変
更
等
を
承
認
、
最
後
に
大
会
宣
言

を
採
択
し
た
。

【
開
会
宣
言
・
開
会
の
挨
拶
】

菅
生
康
清
副
会
長
（
近
畿
支
部
長
、
桜
井
木

材
（
協
））
が
昨
年
総
会
以
降
の
会
員
関
係
物

故
者
へ
の
黙
祷
の
後
、
定
期
総
会
の
開
会
を
宣

言
し
た
。

守
屋
会
長
は
開
会
挨
拶
で
出
席
会
員
及
び
来

賓
へ
の
謝
意
、
近
畿
支
部
・
大
阪
の
会
員
市
場

の
協
力
へ
の
謝
意
、
表
彰
者
へ
の
祝
辞
を
述
べ

た
後
、
大
阪
の
皆
様
か
ら
大
阪
・
関
西
万
博
に

合
わ
せ
て
ぜ
ひ
大
阪
で
定
期
総
会
を
開
催
し
た

い
と
の
お
話
が
あ
り
、
本
日
の
大
阪
大
会
が
実

現
し
た
。
高
校
生
の
時
に
前
回
の
万
博
を
訪
れ

た
。
そ
こ
で
新
し
い
技
術
を
見
て
、
将
来
こ
ん

な
こ
と
が
で
き
る
時
代
が
来
る
の
だ
と
感
じ

た
。
今
の
万
博
も
訪
れ
た
子
供
た
ち
の
中
に
何

か
が
残
る
と
思
う
。
ト
ラ
ン
プ
関
税
な
ど
多
く

の
問
題
が
あ
る
が
、
今
日
一
日
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
意
見
交
換
し
て
い
た
だ
き
有
意
義
に
過
ご

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
述
べ
た
。

【
来
賓
祝
辞
】

林
野
庁
鈴
木
上
席
木
材
専
門
官
か
ら
次
の
と

お
り
青
山
豊
久
林
野
庁
長
官
の
祝
辞
を
代
読
い

た
だ
い
た
。「
全
日
本
木
材
市
場
連
盟
の
第
70

回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
一
言

御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。貴
連
盟
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
行
政
の

推
進
に
当
た
り
、
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
森
林
資
源
は
本
格
的
な
利

用
期
を
迎
え
て
お
り
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
て
、
育
て
る
」
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の

サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
２
０
５
０
年
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
特
に
、近
年
で
は
、経
済
界
を
中
心
に
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
」
の
観
点
か
ら
、
木
材
利
用

へ
の
期
待
や
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
建
築

物
等
へ
の
木
材
の
利
用
は
、
炭
素
を
長
期
間
貯

蔵
で
き
、
伐
採
後
の
再
造
林
は
森
林
を
若
返
ら

せ
、
炭
素
吸
収
量
の
増
大
に
つ
な
が
る
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
林
野
庁
で
は
、
国
産
材
の

加
工
流
通
体
制
の
整
備
と
、
木
材
の
需
要
拡
大

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
国
産
材
の
供
給
量
は
２
０
０
２
年
の

１
、７
０
０
万
㎥
か
ら
２
０
２
３
年
に
は
３
、４

０
０
万
㎥
へ
倍
増
し
、
木
材
の
自
給
率
も
、

18
・
８
％
か
ら
43
・
０
％
へ
上
昇
し
ま
し
た
。

特
に
、
建
築
用
材
に
つ
い
て
は
、
国
産
材
率
が

55
％
へ
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
ひ
と

え
に
、
木
材
流
通
を
担
う
皆
様
が
、
国
産
材
を

積
極
的
に
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で

あ
り
、
皆
様
の
取
組
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。本

年
４
月
か
ら
は
、「
改
正
建
築
基
準
法
」、

「
改
正
物
流
効
率
化
法
」
及
び
「
改
正
ク
リ
ー

ン
ウ
ッ
ド
法
」
が
施
行
さ
れ
、
木
材
流
通
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
林
野
庁
と
し
て
も
、
国
産
材
の
安
定
供

給
体
制
の
構
築
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
に
は
、
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
国
産
材
の
安
定
供

給
に
お
力
添
え
頂
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

結
び
に
、
全
日
本
木
材
市
場
連
盟
の
益
々
の

御
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
御
健
勝
、
御
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

全
買
連
松
山
会
長
は
、
大
阪
大
会
開
催
へ
の

祝
辞
、
全
市
連
の
活
動
や
全
買
連
運
営
へ
の
支

援
に
対
す
る
謝
辞
に
加
え
て
、
我
々
川
下
の
材

木
店
等
は
川
上
の
植
林
や
伐
採
・
加
工
な
ど
に

関
係
さ
れ
る
方
々
に
感
謝
し
な
が
ら
市
場
の
皆

様
と
と
も
に
先
人
が
育
て
た
木
材
を
街
に
届
け

る
商
売
を
し
て
い
る
。
最
近
は
伐
っ
た
後
の
再

造
林
率
は
３
～
４
割
と
聞
い
て
お
り
、
そ
の
要

会長賞表彰者 守屋会長挨拶

林野庁鈴木上席木材専門官祝辞
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因
に
は
木
材
価
格
の
低
迷
、造
林
費
用
の
負
担
、

担
い
手
不
足
、
森
林
所
有
者
等
の
経
営
へ
の
関

心
の
低
下
な
ど
が
あ
る
。
全
買
連
で
は
木
材
運

搬
手
数
料
い
わ
ゆ
る
配
送
料
の
受
領
に
ご
理
解

を
い
た
だ
く
活
動
を
開
始
し
、
少
し
で
も
採
算

が
改
善
し
木
材
利
用
と
山
元
へ
の
還
元
に
つ
な

が
る
よ
う
活
動
し
て
い
る
の
で
、
ご
理
解
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。
木
材
市
場
が
質
の

良
い
多
様
な
木
材
を
揃
え
、
木
材
市
場
と
材
木

店
な
ど
の
中
間
流
通
関
係
者
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
お
客
様
や
行
政
機
関
と
繋
が
り
を
強
め
、
木

材
利
用
を
拡
大
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材
業
界

に
貢
献
す
る
こ
と
が
重
要
。
全
買
連
は
脱
炭
素

社
会
の
実
現
や
国
産
材
の
利
用
促
進
へ
の
期

待
、建
築
基
準
法
、物
流
効
率
化
法
等
の
改
正
・

施
行
等
を
念
頭
に
置
き
、
関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

【
議
事
】

議
事
は
安
部
雄
祐
奥
羽
支
部
長
（（
株
）
山

形
城
南
木
材
市
場
）
を
議
長
に
し
て
進
行
。

第
１
号
議
案
　
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
承
認
の
件

令
和
６
年
度
は
、木
材
利
用
促
進
に
向
け
て
、

木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
の
開
催
や
各

種
の
普
及
活
動
を
実
施
し
た
。
国
産
材
の
需
要

拡
大
、
安
定
供
給
に
向
け
て
、
全
国
優
良
木
材

展
示
会
、
国
産
材
地
方
展
示
即
売
会
、
国
産
材

需
要
拡
大
製
材
品
特
別
展
示
大
会
、
国
の
補
助

事
業
で
あ
る
需
給
情
報
連
絡
協
議
会
等
に
取
り

組
ん
だ
。
合
法
証
明
木
材
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
供
給
事
業
者
を
認
定
し
、
当
連
盟
の
発
電
に

供
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
関
す
る
自
主
的
行

動
規
範
と
実
施
要
領
を
改
正
し
た
。
木
材
需
給

動
向
調
査
の
実
施
、
原
木
部
会
・
製
品
部
会
の

開
催
、
会
員
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。
改
正

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
、
改
正
建
築
基
準
法
、
改

正
物
流
効
率
化
法
の
施
行
に
向
け
て
林
野
庁
等

と
意
見
交
換
を
行
い
、
会
員
へ
の
情
報
提
供
等

を
行
っ
た
。
福
祉
共
済
事
業
を
実
施
し
た
。

令
和
６
年
度
決
算
は
、
経
常
収
益
計
２
８
、

６
２
６
千
円
余
、
経
常
費
用
計
２
６
、９
９
０

千
円
余
と
な
り
、
当
期
経
常
増
減
額
は
１
、６

３
５
千
円
余
の
増
と
な
っ
た
。

定
款
第
２
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
萩
原
宏

監
事
よ
り
決
算
等
の
内
容
は
適
正
で
あ
る
と
の

監
査
報
告
を
行
い
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
　
令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
報
告
の
件

３
月
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
の
概
要
を
報
告
。

第
３
号
議
案
　
令
和
７
年
度
会
費
割
当
て
の
件

令
和
７
年
度
会
費
割
当
て
が
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案
　
役
員
改
選
の
件

市
川
英
治
副
会
長
（
関
東
支
部
長
、
東
京
木

材
市
場
（
株
））
の
退
任
に
伴
い
飯
島
義
雄
理

事（
東
京
中
央
木
材
市
場（
株
））が
副
会
長（
関

東
支
部
長
）
に
選
任
さ
れ
、
氏
橋
武
史
氏
（
東

京
木
材
市
場
（
株
））
が
理
事
に
選
任
さ
れ
た
。

小
山
冨
美
男
理
事
（
元
全
素
協
専
務
理
事
）
の

退
任
に
伴
い
矢
野
彰
宏
氏（
全
素
協
専
務
理
事
）

が
理
事
に
選
任
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案
　
次
回
定
期
総
会
開
催
地
の
決
定

定
供
給
と
資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
し
、
海

外
情
勢
の
影
響
を
受
け
に
く
い
木
材
の
需
給

構
造
を
構
築
し
よ
う
。

○
林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
に
貢
献
し
よ
う
。

○
都
市
等
に
お
け
る
「
第
２
の
森
林
」
づ
く
り
、

木
の
良
さ
が
伝
わ
る
木
造
化
や
内
装
木
質
化

に
取
り
組
も
う
。

○
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
下
、
合
法
性
証

明
木
材
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
証
明
の
信
頼

性
の
維
持
・
向
上
に
取
り
組
も
う
。

○
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
等
、
品
質
の
確
か
な
木
材
製

品
の
需
要
拡
大
と
供
給
体
制
整
備
に
取
り
組

も
う
。

○
川
上
・
川
下
と
連
携
し
て
、
木
の
良
さ
を
広

め
る
人
材
養
成
に
取
り
組
も
う
。

【
閉
会
の
言
葉
】

二
宮
政
文
副
会
長
（
四
国
支
部
長
、（
株
）

大
木
坑
木
（
有
））
の
「
地
域
の
木
材
流
通
の

要
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。」
と
の
挨
拶
に
よ
り
閉
会
し
た
。

【
記
念
講
演
】

海
堀
哲
也 

朝
日
ウ
ッ
ド
テ
ッ
ク
（
株
）
取

締
役
副
会
長
か
ら
「
国
産
広
葉
樹
の
活
用
に
向

け
て
―
朝
日
ウ
ッ
ド
テ
ッ
ク
の
取
組
―
」
と
題

し
た
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

講
演
で
は
国
産
広
葉
樹
材
の
床
材
と
し
て
の

利
用
に
つ
い
て
次
の
事
項
に
重
点
を
お
い
て
、

詳
し
い
分
析
や
取
組
事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
。

○
国
産
広
葉
樹
の
構
造
的
問
題

日
本
の
広
葉
樹
は
森
林
面
積
、
蓄
積
量
の
割

に
伐
採
量
が
少
な
く
、
量
・
質
両
面
で
安
定
し

た
米
材
広
葉
樹
材
に
比
べ
て
あ
ま
り
利
用
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。

来
年
の
定
期
総
会
を
東
京
で
開
催
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。

大
会
宣
言
の
決
議

岡
本
剛
中
国
支
部
長
（（
株
）
岡
山
相
互
木

材
市
場
）
よ
り
次
の
大
会
宣
言
案
を
提
案
し
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

私
た
ち
全
市
連
会
員
は
、
本
日
こ
こ
に
第
70

回
定
期
総
会
・
大
阪
大
会
を
開
催
し
た
。

我
が
国
の
人
工
林
資
源
が
本
格
的
な
利
用
期

を
迎
え
る
な
か
、
皆
伐
・
再
造
林
の
推
進
、
担

い
手
の
育
成
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
整

備
、
木
材
利
用
の
拡
大
は
、
林
業
・
木
材
産
業

が
一
体
と
な
っ
て
取
組
む
べ
き
重
要
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
林
業
・
木
材
産
業
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
我
が
国
経
済
の
先
行
き
や
木
材
需
給

を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
米
国
の
通
商
政
策
の
影

響
、
物
価
上
昇
の
継
続
、
為
替
の
変
動
な
ど
、

不
透
明
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

木
材
流
通
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
全
市
連
会
員
は
、
経
験
と
実
績
を
活
か

し
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
需
給
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
安
定
供
給
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
政
府
に
対
し
、
山

元
に
利
益
を
還
元
で
き
る
よ
う
、
生
産
・
加

工
・
流
通
対
策
、
皆
伐
・
再
造
林
対
策
、
木
材

利
用
拡
大
対
策
、
消
費
回
復
に
向
け
た
物
価
対

策
を
強
く
要
請
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
、
次
の

事
項
に
積
極
的
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

○
大
震
災
・
台
風
等
自
然
災
害
か
ら
の
復
興
・

再
生
に
向
け
、
地
域
材
の
利
用
拡
大
等
に
取

り
組
も
う
。

○
山
元
に
利
益
を
還
元
で
き
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
等
を
通
じ
て
、
木
材
の
安

全買連松山会長祝辞
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海
堀
氏
は
、
我
々
は
市
場
で
役
立
つ
建
材
技

術
と
素
材
を
生
か
す
技
術
に
よ
っ
て
、
天
然
木

の
床
の
上
で
暮
ら
す
人
々
の
幸
せ
と
森
の
豊
か

さ
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々
の
幸
せ
を
実
現
し
て

い
き
た
い
と
話
し
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
ど
れ
く
ら
い
の

サ
イ
ズ
の
小
経
材
ま
で
床
材
に
利
用
で
き
る
の

か
等
に
つ
い
て
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

■
令
和
６
年
度
全
市
連
功
労
者

会
長
賞
表
彰
者

次
の
29
名
の
方
が
全
市
連
功
労
者
会
長
賞
を

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

○
市
場
関
係
（
27
名
）

長
尾
睦
美
（（
株
）
平
木
材
市
場
）、
篠
原
大

介（
ナ
イ
ス（
株
）前
橋
市
場
）、伊
藤
恭
太（（
株
）

ミ
ト
モ
ク
）、
斉
藤
英
樹
（
千
葉
県
木
材
市
場

（
協
））、
大
島
健
二
（
東
京
木
材
相
互
市
場
つ

く
ば
銘
木
協
会
（
有
）
大
島
樫
材
工
業
）、
吉

田
貞
俊
（（
株
）
吉
貞
）、
石
澤
悦
子
（（
株
）

東
京
木
材
相
互
市
場
筑
波
市
場
）、
都
竹
政
博

（（
株
）
東
京
木
材
相
互
市
場
つ
く
ば
事
業
部
）、

長
谷
川
美
智
恵
（
ナ
イ
ス
（
株
）
新
潟
市
場
）、

石
田
達
亮
（（
株
）
東
海
木
材
相
互
市
場
）、
大

塚
亘
（（
株
）
東
海
木
材
相
互
市
場
）、
山
本
剛

（
西
垣
林
業
（
株
）　

三
重
事
業
所
マ
ル
タ
ピ

ア
）、
河
合
寿
司
（（
株
））
菅
生
銘
木
市
場
）、

米
田
真
樹
（
桜
井
木
材
（
協
））、
宇
都
宮
靖
央

（
ナ
イ
ス
（
株
）
滋
賀
市
場
）、前
田
芳
章
（（
株
）

大
阪
木
材
相
互
市
場
）、
大
谷
幸
介
（（
株
）
大

阪
木
材
相
互
市
場
）、
林
博
明
（（
株
）
大
阪
木

材
相
互
市
場
）、
母
里
英
男
（（
株
）
勝
山
木
材

市
場
）、
定
方
出
（（
株
）
勝
山
木
材
市
場
）、

青
木
幸
司
（（
株
）
岡
山
木
材
相
互
市
場
）、
逸

見
誠
治
（（
株
）
岡
山
木
材
相
互
市
場
）、
川
田

益
代
（（
株
）
岡
山
木
材
相
互
市
場
）、
榁
田
健

雄
（（
株
）
岡
山
木
材
相
互
市
場
）、
高
木
寿
志

（（
株
））
日
吉
原
木
市
場
）、
大
川
光
次
（
肥
後

木
材
（（
株
））、蔵
座
銀
次
郎
（
熊
本
木
材
（
株
）

上
球
磨
支
店
）

○
問
屋
関
係
（
２
名
）

山
田
泰
文
（
材
惣
木
材
（
株
））、
松
浦
敏
文

（（
株
）
Ａ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ　

Ｈ
ｉ
ｋ
ａ
ｒ
ｉ
）

■
発
電
用
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
証

明
に
か
か
る
様
式
を
改
訂

昨
年
４
月
に
林
野
庁
の
「
発
電
利
用
に
供
す

る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
証
明
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
算
定

に
必
要
な
情
報
を
発
電
事
業
者
に
伝
達
で
き
る

よ
う
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
11
月
に
当
連

盟
の
自
主
行
動
規
範
及
び
実
施
要
領
を
改
正
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
本
年
４
月
に
林
野
庁
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
値
を
10
㎞
単
位
に

改
善
、
４
ｔ
未
満
の
輸
送
の
計
算
を
可
能
と
す

る
区
分
を
追
加
、
内
航
船
輸
送
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
値
の

追
加
等
の
運
用
改
善
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
受

け
、
５
月
26
日
の
当
連
盟
の
令
和
７
年
度
第
１

国
産
広
葉
樹
は
、
伐
採
や
製
材
に
手
間
が
か

か
る
、
ま
と
ま
っ
て
安
定
的
に
市
場
に
出
て
こ

な
い
、
製
材
所
が
少
な
い
、
高
齢
化
や
人
材
不

足
等
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
課
題
が
あ
り
、
経
済

価
値
が
低
下
し
、
供
給
・
利
用
が
減
少
す
る
悪

循
環
に
陥
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

○
国
産
広
葉
樹
の
可
能
性

資
源
の
循
環
利
用
な
ど
森
林
資
源
の
価
値
の

変
化
、
自
然
志
向
や
こ
だ
わ
り
な
ど
イ
ン
テ
リ

ア
ト
レ
ン
ド
と
消
費
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
住
宅

市
場
の
構
造
変
化
な
ど
か
ら
国
産
広
葉
樹
を
利

用
す
る
可
能
性
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

○
広
葉
樹
活
用
の
方
向
性
と
朝
日
Ｗ
Ｔ
の
活
用

事
例

①
脱
炭
素
な
ど
環
境
に
敏
感
な
プ
ロ
ユ
ー
ザ
ー

へ
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

②
今
ま
で
使
っ
て
こ
な
か
っ
た
節
の
あ
る
材
な

ど
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
材
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
上
手
く
使
え
ば
、
小
径
木
で
も
巾

広
材
が
取
れ
る
。
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
需
要
が

で
き
た
こ
と
で
小
径
木
の
ナ
ラ
材
需
要
が
増

加
し
、広
葉
樹
の
付
加
価
値
が
向
上
す
れ
ば
、

山
元
・
製
材
所
な
ど
へ
も
貢
献
で
き
る
。
こ

う
し
て
利
用
量
の
増
加
と
生
産
量
の
増
加
の

好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
す
。

③
「
希
少
性
」「
産
地
」「
樹
種
」
を
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
た
限
定
品
へ
の
転
換
に
も
取
組
ん
で
い

る
。
例
え
ば
、
エ
リ
ア
限
定
販
売
で
特
別
感

を
演
出
す
る
、
特
定
の
産
地
の
材
料
を
更
に

厳
選
し
、
そ
の
希
少
性
を
こ
だ
わ
り
の
あ
る

限
定
品
と
し
て
高
付
加
価
値
品
へ
転
換
す
る

等
の
取
組
も
始
め
た
。

④
川
上
か
ら
川
下
が
連
携
し
て
利
活
用
の
機
運

を
向
上
さ
せ
る
取
組
と
し
て
、
仙
台
木
材
市

場
と
協
力
し
て
ナ
ラ
枯
れ
材
を
利
用
し
た
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
製
品
の
展
示
を
行
っ
た
。

回
理
事
会
に
お
い
て
当
連
盟
の
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
証
明
の
様
式
を
改
正
が
承
認
さ
れ
た
。

■
国
有
林
野
事
業
の
令
和
７
年

度
主
要
事
業
量

令
和
７
年
度
の
国
有
林
野
事
業
の
主
要
事
業

量
は
、
立
木
販
売
量
は
約
９
８
６
万
㎥
（
令
和

６
年
度
比
１
０
８
％
）、
素
材
販
売
は
約
３
４

９
万
㎥
（
令
和
６
年
度
比
１
０
２
％
）
を
予
定
。

樹
木
採
取
権
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
３
箇
所

で
公
募
を
行
う
予
定
。
樹
木
採
取
権
よ
り
規

模
・
期
間
を
縮
小
し
た
立
木
販
売
と
伐
採
後
の

造
林
請
負
事
業
が
附
帯
し
た
「
立
木
シ
ス
テ
ム

販
売
」
の
公
募
準
備
を
進
め
る
（
来
年
度
公
募

予
定
）。

＜＜参参考考資資料料＞＞ 令和７年度 主要事業量（年度当初）

(注１)令和６年度予定量と令和７年度予定量。
(注２)令和６年度の＜＞書きは実績（速報値）。
(注３)間伐面積は、森林吸収源対策として把握する面積。

(注４)林道には、林業専用道を含む。
(注５)立木販売の販売量は、立木材積であり、官行造林の伐採に係る予定量を含む。
(注６)素材販売の販売量は、丸太材積。

※需給状況により事業量等は変動すること
があり得ます。

区区 分分 令令和和６６年年度度 令令和和７７年年度度
対対前前年年度度比比

（（％％））

人工造林面積(万ha) 1.0 1.1  110 %

下刈り面積(万ha) 3.1 2.9  94 %

間伐面積(万ha) 10.0 9.0 90 %

林道の新設延長(km) 52 35  67 %

販売量(万㎥)

立木販売
916

<248>
986 108 %

素材販売 343 349  102 %

海堀哲也朝日ウッドテック（株）
副会長の講演
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■
東
京
木
材
市
場
が
さ
つ
き
祭

り
開
催

東
京
木
材
市
場
（
株
）（
氏
橋
武
史
社
長
）

は
５
月
８
日
、
さ
つ
き
祭
り
を
開
催
し
た
。
当

日
は
全
木
連
の
中
村
直
人
常
務
理
事
に
よ
る

「
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
と
合
法
性
確
認
」

と
題
し
た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。講
演
で
は
、

改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
と
林
野
庁
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
団
体
認
定
制
度
）
に
基
づ
く
合
法
木
材

証
明
制
度
の
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
団
体
認
定

制
度
に
基
づ
く
合
法
木
材
証
明
制
度
を
ク
リ
ー

ン
ウ
ッ
ド
法
の
順
守
・
普
及
に
活
用
す
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
た
。

■
木
材
を
使
っ
た
各
国
の
パ
ビ

リ
オ
ン

大
阪
・
関
西
万
博
の
会
場
に
は
、
木
造
や
外

装
に
木
材
を
使
っ
た
パ
ビ
リ
オ
ン
が
数
多
く
立

ち
並
ん
で
い
る
。
各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
中
か

ら
外
装
や
構
造
等
に
木
材
を
使
っ
た
建
築
を
い

く
つ
か
写
真
で
紹
介
し
た
い
。

北欧館

オーストリア館

ルーマニア館

日本館

ウズベキスタン館

ポーランド館

チェコ館

アイルランド館

バーレーン館

全木連中村常務の講演


